
原 著

「中川氏非抗酸性結核菌」ニ因ル結核凝集反應

(第二報)球 状結核病原體ノ文献的考察

北海道帝國大學醫學部中川内科教室(圭任 中川敏授)

小 田 切 信 男

第一章 緒 言

既 二報 ゼ ラ レ シ如 ク中 川 氏 非 抗 酸 性結 核 桿 状 菌

ハ定型 的 結 核 菌 ヲ純 梓培 養 セ シメ タルー 定 濃 度

ノ膿 汁 酸 加 「グ リセ リ ンプ ィヨ ン」ノ深 部 二登 育

シテ容 易 二分 離 培 養 サ レル。

然 モ「グ リセ リ ンブ イ ヨ ン」二分 離 培 養 スル ヤ、

24時 間 ニ シテ培 養 基 テ全 クZF等 一 言函濁 セ シム

ル程 二烈 シク登 育 、 檜 殖 スル。

故 二余 ハ結 核 凝 集 反 磨 上 障 碍 タル蝋 様 皮 膜 テ奪

取 シテ、 猫 斯 ク ノ如 ク霰 刺 タル髄 育 テ示 メ スー

生菌一 ト シテ純 梓 二培 養 シ得 ラ レタル 中川 氏桿

歌 菌 ハ、 凝 集 反 慮 用 抗 元 トシテハ、 コ,ホ ノ抗

酸 性結 核 菌 ノ蝋 様 外 皮 テ奪 取 セ ン ト シテ物 理 的

二破 碑 、 磨 滅 シ或 ハ 化學 的 二強 烈 ナ ル諸 種 化學

藥 品 テ加 ヘ テ得 タル非 抗 酸 性結 核 菌 二比 シテ、

ヨ リ自然 的 デ ア リ、 理 想 的 抗 元 タ リ得 ル モ ノ ト

信 ジテ オ ツ タ.

然 ル ニ余 ハ第 一 報 二於 テ報 ゼ シ如 ク、斯 ク ノ如

キ中川 氏 桿 駄 菌 テ用 ヒテ結 核 凝 集 反 磨 テ實 施 セ

ルニ唯 僅 二 自登 凝 集 テ見 ザ ル黙 二於 テ勝 ル ニ過

ギズ、人 血 清 二於 テハ其 ノ成 績 不 定 ニ シテ何 等

診 断 的意 義 テ有 サ ズ、 理 想 的抗 元 タル ベ シ ト信

ゼ ラ レ シ中川 氏 桿}1犬菌 ス ラ、 何 等 償値 無 キ ラ謹

明 シ、 舷 二初 メ テ過 去 ノ凝集 反慮 史 ノ不 成功 二

終 レル ハ故 無 キ ニ非 ズ ト頷 キ得 タ。

而 シテ斯 ク ノ如 キ理 想 的抗 元 テ以 テ シテ猴 凝集

反磨成績不良ナ リトセンカ余 モ亦先人馨家 ノ如

クー轄 シテ縦令結核ナル疾患 ニハ其 ノ血清中謹

明 シ得ベキ程度 ノ凝集素ハ存在 シテモ其 ノ量ラ

以 テハ診断的意義 テ決定 シ得ルモ ノニ非ズ ト爲

シ、結核性疾患二於 ケル結核凝集反慮ハ臨休的

二何等償値無 シトノ結論 二逃避 セザルテ得ナ イ

ノテアル。

然 レド結核菌 ノ生物學的性質 ノ研究 ガ進 ム ト共

一、結核 ナル疾患 ノ本態 モ亦次第 二閾明セラ

ル ・所 ガアリ、結核研究 ノ近世史 ノ如キハ吾人

二封 シ現代ハ將二結核其 ノモノニ封 スル見解 ノ

ー大革命期(Th6rasse)ナ ル事 ヲ教へ、臨躰馨家

二封 シテモ結核性疾患二關 スル新 ラシキ諸事實

テ提供 シテ居ル(Calmette)。

即結核病原膿 ノ濾過性、多型性及登育循環 ノ諸

問題 テ廻 リ結核 ノ遺傳、傳染及豫防 ノ如キ諸問

題 二封 スルー般 ノ見解モ頓 二修iLセ ラルベキ必

要 二迫 ラレ、今ヤ結核疾患 ノ木態 二關 スル研究

ハ、次第二新方面 テ拓キツ・アル故 二、余ハ結

核患者血清中二其 ノ疾患 ノ程度及病型、時期 二

相慮 シタル凝集素ガ、縦令存在 シテ居テモ、 ソ

レハ抗酸性或 ハ非抗酸性結核桿状菌 二封 シ テ

ハ、屡 胤他種菌二封スル ト同様二軍 二非特異的

二結合 スルノミニシテ、 カ・ル抗盟 二特異的 二

結合 スル如キ結核病原膿ハ他二猴異型 トシテ存
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在 シ、 而 シテ カ ノCalmetteガ 暗示 セ ル如 ク、

今迄 重 要 覗 サ レザ リ シ、斯 ク ノ如 キ異 型 結 核 菌

ガ結 核 性 諸 疾 患 二於 テ思 ハ ザ ル大 ナル役 割 テ演

ジ テ居 ル モ ノニハ 非 ザ ル カ ト考 フル ニ至 ツ タ。

然 ル ニ結 核 病 原 禮 トシテ桿 型 以外 ノモ ノデ既 二

認 メ ラ レ、且 生 膿 内 二於 テ モ、或 ハ 又 結核 菌 純

粋 培 養 二於 テモ屡 く安 定 ノ形 態 ノモ ノ トシテ認

メ ラ レテ居 ル モ ノ ニ ハ、Much/isolierte

Granulaト 呼 バ レル球 歌 菌 ガ アル ノ ミデ アル。

而 シテ斯 カル形 態 ノモ ノハ厘奉 濾 過 性病 原 艦 ト

同 意 義 ニ サ へ扱 ハ レ來 ツ テ居 ル。

弦 二於 テ余 ノ關心 ハ勃 然 トシテ斯 ク ノ如 キ球 状

結 椀 病 原 膿 〔第 七 章 参 照 〕二向 ヒテ集 中 シタ。

然 ル ニ折 カ ラ中川 教 授 及 中川 誠 一 博 士 ハ非 抗 酸

性 桿 駄 菌 ヲ登 育 セ シ ムル ト同様 ナ ル 方 法 テ以

テ、 唯 僅 カ ニ培 養 基 ノ魔 汁 酸 濃 度 テ攣 化 セ シム

ル 事 二依 リ、 非 抗 酸 性 球 歌 菌 テ純 梓 定 型 的 結 核

菌 培 養 ヨ リ直接 其 ノ深 部 二出現 セ シ ムル ニ成 功

シ、 之 テ分 離 培 養 シ得 タル ガ故 二、 余 ハ今 ヤ失

敗 二終 レル桿 状 菌 テ棄 テ、 カ ・ル球 獣 菌 テ抗 元

トシテ結核凝集反癒 テ再検討 セント考 フルニ至

ツタ。

而 シテ又此 ノ中川氏球状菌 ハ「グリ七 リンブイ

ヨン」及 「ブイヨン」中 ノニ次培養 一於 テ旺盛 ナ

ル畿育テ示 メシ、24時 間以内二培養基 テ全 ク

ZF等 二2困濁セシメル。

斯 クノ如 ク濃刺 タル生育 テ示 メス球歌菌ハ其 ノ

幼若結核菌 トシテ ノ生物學的性能 ラ全的 二保有

シ居ル筈ナルガ故ら、結核凝集反慮用抗元 トシ

テ何等力桿状菌 ト異ル意義 ト結果 テ得ベシト推

測 セラレル。事實余ハ桿状菌 ト比較封照 シテ凝

集反雁 テ試 ムルニ、實二比較 テ絶 シタル好結果

テ得、健康者 ト結核患者 トテ明瞭二1ミIJ別シ得ル

ニ至 ツタ。

而 シテ今 ヤ確信 アル結論二達 シタノデアルガ、

夫 ノ成績 テ登表スルニ先チ、第二報 トシテ斯 ク

ノ如 キ非抗酸性球欺結核病原禮 ノ存在及 ピ意義

二就 イテ先進諸家 ガ如何ナル考彦抱 イテ居タカ

テ文献上渉猟 シ得 タ範園内二於テ記述スル事 ト

ス ノレo

第二章 球状結核病原髄二關スル序言

1882年3月24日 伯 林 ノ生 理 學 界 二 於 テ、R.

Kochノ 試 ミタル、``UeberTuberculose"ナ

ル演 説 コ ソバ結核 病 原禮 登 見 ノー 大 宣 言 ニ シ

テ、 實 二全 世 界 二異 常 ナ ル 「セ ンセ イ シヨ ン」テ

巻 キ起 シ タ。

爾1來R.Kochノ 名 聲 ハ 日 テ追 フテ激 シ ク喧 傳

セ ラ レ、 掲 乙 馨 學 界 ノ誇 ト成 リツ ・ア ツ タ ガ、

斯 ク ノ如 キR.Kochノ 維 讃 時 二於 テ既 二早 ク

モ幾 名 カ ノ研 究 者 ハKochノ 援 見 セ ル 抗 酸 性

桿 状 菌 ハ結 核 病 原 腱 ノ唯 一 ノモ ノニ非 ザ ル事 テ

確 信 シ、 他 ノ種 々 ノ型 態 ノ モ ノニ就 テ観 察 テ進

メ テ居 タ。

即Sweany二 依 レバ、既 二R.Kochノ 結 核 病

原 膣 褒 見 ノ 翌年 即1883年 一;一一Malassezand

Vigalハ 非 抗 酸 性 穎粒 ノ存 在 二異 常 ナ注 意 テ向

ケ、 コ ノ穎 粒 コ ソ、 彼 ノ結 節 テ作 ル微 生物 ナ ル

``zooglearform"
二迄 成 長 スル所 ノ``fore

runner,'ナ リ ト考 ヘ タ.

即 近 時 次 第 二承 認 セ ラ レ ン トシ シ ・アル結 核菌

ノ獲 育 循 環 論 モ其 ノ源 テ蓬 ク求 ム レバ 就 二結核

菌 登 見 常 初 二迄 湖 リ得 ル。

叉Schroen(1890)ハ 早 クモ球H犬結 核 菌 ガ桿歌 結

核 菌 二再 生 シ得 ル事 テ観 察 シ、Semmer(1895)

モ亦 桿 状 及 棍 棒 状 結 核 菌 ヨ リ遊 離 シタ小 サ ナ球

歌 菌 ガ桿 状 菌 二迄 再 成 スル事 テ認 メ タ。

Crookshank(1896)ハ 穎 粒 型 ノモ ノ ガ 瑳 芽 シテ

桿 菌 型 トナ ル事 、Schurmayer(1898)ハ 非抗 酸

性 穎 粒 ガ球 状 菌 トナ リ、 後 二桿 状 菌 トナ ル事 テ

記 載 シ、'dArrigo(1900)ノ 如 キ・・結 核 菌 ノ種 々

ナ ル形 態 的 攣 化 テ観 察 スル ト共 二、桿 状 菌 ヨ リ

穎 粒 ガ幾 生 シ、 其 ノ穎 粒 が又桿 歌 菌 トナ ル事 テ

認 メ、 而 モ穎 粒 型 ノモ ノハ 主 ト シテ淋 巴 腺 中 ノ

特 二若 キTuberkelノ 中 一:見出 サ レル ト言 フ事

迄 観 察 シ テ居 ル。
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叉Maher(1904,1910)ハSchroen二 似 タ結 核

菌 褒 育 ノ全 循 環 ヲ記 載 シテ居 ル ガ、Spengler

及Muchノ 出 現 二依 リ、 初 メ テ結 核 菌 ノ多 型

性 及其 ノ登 育 環 ノ問題 ハ次 第 二人 々 ノ注 目 ス ル

所 トナ リ、特 二Spengler/Splitter,Much

/Granulaノ 同 一物 ナ ル カ否 カ ノ問 題 及 其 ノ

Prioritaetノ 論 雫 バ ー段 トー般 ノ注 目 ト認識 テ

深 カ ラ シムル ニ役 立 ッ タ。

即1902年Spengler・ ・遊 離 穎 粒 ラSplitterト

呼 ビ、Splitterガ 途 ニ ハ定 型 的 結 核 菌 トナ ル モ

ノデ アル ト詮 キ、1905年 再 ピ彼 ・・結 核 菌 禮 内1

K6rnerungハ 其 ノK6rnerガ 遊 離 スル前 階 程

ナル事 テ指 摘 シ、SplitterSputaノ 診 断 ガ確 實

ナ ラバ、 其 ノ喀 疾 ハ結 核 性喀 疾 トシ テ且 傳 染 性

ノモ ノ トシテ注 意 サ ル ベ キ デ ァル ト設 イ タ.

Much(1907)ハZiehlニ テハ染 色 セ ラ レザ ル穎

粒型 ノ結 核 病 原 禮 ノ存 在 スル事 テ認 メ テ、 コレ

テGranulaト 呼 ビ、コ レ・・結 核 臓 器 ノTuberkel

ノ中 二於 テ認 メ得 ラ レル唯 一 ノ存 在 ニ シテ、然

モZiehl二 染 ラヌ所 ノ微 細桿 状 菌 卜類 テ同 ジ ク

シ、Gram陽 性 ノGranulaトGram陽 ・性 ノ桿

1伏菌 トノ間 ニハUebergangガ ア リテ、後 ニ ハ

Ziehl陽 性 ノ桿 歌 菌 又 ハK6rnchenト ナ ル モ1

ナ リ トノ重 大 ナ ル提 言 テ爲 シ、然 モGranula

ハ有 毒 性 ニ シ テ
、Granulaノ ミ テ 認 メ 得 ル

KalterabsceBテ 海 猿 二注 身寸シ テ 全 身 結 核 ノ起

ル テ観察 シタ。

コ レヨ リ後 現 在 二至 ル迄 ノisolierteGranula

自P余ノ言 フ球 状 結 核 病 原 罷 二關 スル文 獣 ハ極 メ

テ多 ク シテ之 テ年 代 順 二記 述 セ ンニ ハ到 底 其 ノ

煩 二堪 く・ナ ィ。

然 レ ド1934年 二褒 表 サ レ シKarwackiノ 明 快

ナル論 文 二接 スル モ 〃 ・、1907年 ノMuch以

來 約30年 ノ間 二爲 サ レタ結 核 研 究 ノー一過 程 テ

想像 スル ニ難 ク無 イ。

彼 ハ幾多 ノ研 究 テ総括 シテ大 膿 次 ノ如 クニ論 ジ

テ居 ル、 即 通 常 ノ抗 酸 性 結 核 菌 ノ菌 膿 内 二存 ス

ルGranulaハ 結 核 菌登 育環 上 ノ活 動 的Element

トシ テ 考 ヘ ラ レ、cyanophilerBazillusハ

'

Tuberkelkokkenノ 時期 テ経 過 シタ所 ノ、獲 育

環 上 ノPhasel・ シテ設 明 サ レル,而 シテTu-

berkelkokkenハcyanophileGranulaテ 生 ぜ

シ メルsch5digendeFaktorenノ 影i響 ノ下 ・一

抗 酸 性 結 核 菌 ヨ リ褒 生 スル、 而 シ テ カ ・ ル

Kokken及Pseudodiphtheriebacillenテ 海 猿

二接 種 スル ト8.5%二Keimガ 抗 酸1生結 核 菌 ト

ナ リテ全 身 結 核 テ惹 起 スル ニ至 ル ト。

叉 彼 ハ結 核 性 傳 染 ニ ハ三 種 ノ時 期 テ塵 別 シテ居

ノレo

(A)第 一 ハ 濾 過 性 結 核 病 原 膿 二 依 ル モ ノ 症

状 テ全 ク呈 サ ヌ カ或 ハDystrophie及Kachexie

テ 起 ス時 期 。

(B)第 ニ ハUltravirusノ 襲 育 型 ナ ル 、Kok-

ken,cyanophileBazillenノ 乏Streptothrixニ

ヨ ル モ ノ デ 炎 症 性 結'核 ラ起 ス 時 期 。

(C)第 三 ハ 定 型 的 抗 酸 匪 結 核 菌 ニ ヨ ル 、chr--

onische,herdf6rmigeundkaesigeTuberc-

uloseテ 起 ス 時 期 。

EP彼 ガ斯 ク ノ如 ク大 臆 二 論 述 シ得 ラ レ シ所 以 ノ

モ ノ コ ソ、 實 二Spengler,Much以 來30年 ノ

長 キ ニ 亙 ル 結 核 研 究 ノ 成 果 一 シ テ 、 近 ク ハ

Fontes,Pla,Vaudremer,Calmette,Sweany,

Kahn及Spanier等 ノ結 核 病 原 禮 ノ 濾 過 性 、

多 型 性 、 及 獲 育 環 二 關 ス ル研 究 二 員 フ所 極 メ テ

大 ナ ル モ ノ ガ ア ル 。

故 二余 ハKarwackiテ シテ 斯 ク ノ 如 ク ニ大 膀

二論 述 セ シ ム ル ニ至 リ シ 結 核 研 究 ノ 過 程 テー

特 二球 状 結 核 病 原 膿 ラ 中 心 ト シ テ総 括 的 二論 述

セ ン ト欲 ス ル 。

弦 二余 ノ球 状 結 核 病 原 膿 ト構 ス ル ハSpengler

/isolierterSplitter ・Much及 一 般 學 者 ノ

isolierteGranulaト 稻iス ノレモ ノ ノ ミ ナ ラ ズ、

Pneumokokken(Kahn),Staphylokokken(Sw.

eany)二 似 タ リ ト葎}シ 、Diplokokken(Calmette ,

Kahn・ 木 村 、 村 田)、Tuberkelkokken(Karw-

acki)・Angriffsfofm(Pla)等 ト樗 セ ル モ ノ テ線

合 シ テ ノ意 味 デ 、 其 ノ大 小 及 染 色 上 ノ差 異 ノ如

何 テ 問 ハ 礼 其 ノ形 態 二 於 テ球 歌 ナ ル 結 核 病 原
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盟 テ絡 構 スル モ ノデ アル。 猫 力 ・ル名樗 テ用 フ ル理由ハ第七章二於 テ論ズル。

第三章 培養基上二於テ認 メラルル球状結核病原膿二就テ

余 ハ先 ヅ培 養 基 上 二於 テ謹 明 セ ラ レル球 状 結 核

病 原 膿 二就 テ文 献 的 二考 察 セ ン ト欲 ス。

Kumbary(1910)ハGlycerin6,Aethylalkoho1

3,水91混 合 液 二 馬 鈴 薯 片 テ 入 レ 氷 室 内 一・・24

時 間 放 置 シ、 後 液 ヲ捨 テ菌 テ培 養 スル ニ、 初 代

一 テ ハ著 攣 テ認 メナ イガ、 第 三 代 目二至 リテ多

種 多様 ノ菌 ガ生 ジ、其 ノ中 二球 状 菌 テ認 ノ テ居

ノレo

Wherry(1913)ハ 「グ リセ リ ン」テ含 有 シ ナ イ寒

天 培 養 基 二登 育 セル定 型 的 結 核 菌 株 テ榮 養 素 ノ

少 イ培 養 基 二移植 シテ、 非 抗 酸 性球 歌 菌 ノ登 育

スル テ観 察 シテ 居 ル。

Dosta1(1916),有 馬 、 青 山 、太 縄(1920)、Ree-

nstierna(1926),Kirchner(1928)等 ノ、「サボ ニ

ン」添 加 培 養 基 二結 核 菌 テ培 養 シ テ各 々孤 立 穎

粒 、及 球 状 菌 ノ出 現 テ認 メ テ居 ル。

Vaudremer(1926)ハ 結 核 菌 テ低 温 二 於 テ特 二

榮 養 素 ノ少 キ 培 養 基 二 培 養 ス ル 事 二 依 リ、

Granulaノ 襲 育 シ來 ル事 テ認 メ、 コ ノGranula

ノ・37-一一38。Cノ 艀 卵 器 ノ中 二於 テ 脂 肪 テ多分 二

含 有 スル培 養 基 二移 ス ト、 古 典 的 コ ッホ ノ結 核

菌 二迄 嚢 育 スル事 テ観 察 シテ居 ル。

税 所(1929)ハ 人 型 結 核 菌 二37%盤 酸 テ5分 間

作 用 セ シ ムル ト菌 禮 ノ抗 酸 性 ハ全 ク消 失 シ形 態

ハ桿 型 テ呈 セズ シ テ穎 粒 状 トナル 事 テ報 告 シ、

村 田(1929)ハ 結 椀 菌 ノ多 型 性 ノ研 究 二於 テ、培

養 基 上結 核病 原 罷 ガ個 々別 々 ノ球 状 菌 トシテ存

在 スル 以外 二、 ヨ リ屡 ㌃或 ハ連鎖 状 球 菌 様 テ呈

シ、或 ハ淋 菌 、肺 炎菌 ノ如 キ隻 球 菌 檬 ラ呈 ス ル

モ ノデ アル ト言 フ事 テ 詳 細 二 観 察 報 告 シテ居

ノレo

Kahn(1928,1929)ノ 、single-cellculture二 依

リChamber/Micromanipulatorテ 利 用 シ、

軍 一 又 ハ撒個 ノ結 核 菌 ラLong氏 培 地 ノ小 滴 二

植 工、週 期 的 二検 鏡 シ テ菌 ノ登 育状 態 テ観 察 シ

テ居 ル、 而 シテ彼 ハ特 二球 状 菌 ヨ リ直 二定 型 的

桿 状 菌 ガ襲 育 スル モ ノデ無 久 先 ヅ 中心 ヨ リ分

裂 シテDiploformト ナ リ(コ ノモ ノ ハ 極 メテ

小 ナルPneumokokkenノ 如 キ モ ノデ アル)、

更 二分 裂 シテfeinsteKokken及Diplokokken

トナ リ途 ニ ハstaubartigePartikelchenト 迄

ナ ル モ ノニ シテ、 ヵ ・ル モ ノカ ラ初 メ テ微 細 ナ

ルSt5bchenガ 出 現 シテ次 第 二成 熟 結 核 菌 トナ

ル モ ノデ アル ト主 張 シ、 コ ノfeinsteKokken

及Diplokokkenガ 恐 ラ クMuchscheTypen

ナ ラ ン ト言 ツ テ居 ル。

Panek(1930),Valtis(1930)ハ 濾 過 性 病 原膿 ノ

研 究 二於 テ濾 液 ヲ培 養 シテ球 状 菌 ノ 出現 テ 認

メ、Calmette(1932)ハUltravirusテ 「ビタ ミ

ン」加 卵 培 養 基 二培 養 シテGranulaラ 護 明 シテ

居 ル。

Schnieder(1930)ハ 培 養 基 二Cardiazol,Cora-

minテ 添 加 シ、Kall6s(1931)ハOliven61テ 添

加 シテ、 何 レモ定 型 的 結 核 菌 ヨ リ球 状 菌 ノ出現

シ來 ル テ認 メ テ居 ル。

Mφllgaard(1931)ハ 培 養 基 上Vaudremer,

Sweany,Kahn等 ノ記 載 シ タル ガ如 キDiplo-

kokken=一 致 ス ル形 態 ノモ1■ 見 出 シテ、 カ

カル球 状 結 核 病 原艦 ノ存 在 二 就 テ 賛 成 シ テ居

ノレ

Pla(1931)ハ 結 核 病 原膿 テ(1)Angriffsform

(2)Zwischenform,(3)Widerstandform● ノ

三 種 類 二大 別 シ テ居 リ、 彼 ノAngriffsformト

稻 スル ハ 、Ravetelatト 共 二Angriffsbakterie

呼 ビ シモ ノ デ、其 ノ形 態 ハ球 状 菌 デ ア リ、軍 掲

二遊 離 シテ存 在 スル モ!テ 初 メ、隻 球 菌 状 へ

短 鎖 状 二隻球 連 鎖 状 二.四 聯 状 二或 ハ隻 球状 ヤ

四聯 駄 テ多 藪 件 フ所 ノ八 聯 状 テ呈 シ、 其 ノ大 イ

サ ハ病 原 性 球 菌 ト略{等 シイ ガ時 ニ パ塵 球 ト見

違 フ程 小 サ イモ ノモ ア ツ テ不 等 デ アル。 而 シテ

殆 ン ド常 ニグ ラム陽 性 デ ア リ、 非 抗 酸 性 ニ シテ

ー 般 培 養 基 二速 二畿 育 シ
、24時 間 ニ シテ肉汁 テ
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全 ク漏 濁 セ シメ ル。

然 レ ドコ ・ホ氏 結 核 菌 若 ク ハ結 核 動物 ヨ リ分離

セルAngriffsformハ 磯 育 困 難 ニ シテ、 檜 殖

少 ク、 肉汁 テ潤 濁 セ シムル事 無 キモ 、 コ レヲ縫

植 ス ル ヤ登 育 ハ速 カ トナ リ肉汁 テ全 ク溜 濁 セ シ

メル。 斯 ルAngriffsformハ 結 核 菌 純 梓 培 養 又

ノ・結核 材 料 ヨ リ液 禮 培 養 基 圭 ト シ テMartin-

Bouillonラ 使 用 シテ得 ラ レル。

猫彼 ハ結 核 菌 テ乳 鉢 ニ テ磨 細 シテ 肉汁 二滴 下 培

養 スル時 二Angriffsformテ 得 ラ レ又 結 核 菌 ノ

肉汁培 養 二鳥 ノ血 清(Rabenserum)テ 加(・ テ培

養 スル時或 ハ叉 、 石炭 酸 、有 機 酸 、「アル カ リ」、

次 亜硫 酸 盟 等 テ加 ヘ テ培 養 スル時 二Angriffs-

formノ 襲 育 ヲ認 メル。

又彼 ハ各種 結 核 材料 ノ濾 液 ノ培 養 ヨ リ 同様 一

Angriffsformテ 得 ラ レル事 テ 認 メテPanek

二質 成 シ テ居 ル。

故 二彼 ハFontesガ 病 理 的 材 料 ヨ リ得 タ濾過 型

及Vaudremerガ 純 粋 培 養 ヨ リ得 タ 濾過 型 ハ

Angriffsform/Erscheinungsform二 過 ギ ズ

ト言 ヒ、「塵球 ト見 間違 フ程 二小 サ イ」Angriffs・

formハ 濾過 性 デ アル ト言 ヒ、 更 二Fontes,

Vaudremer,Calmette,Karwackiガ 濾過 型 二

依 リテ生 ズ ル ト爲 ス 諸 疾 患 ト 同様 ノ疾 患 テ

Angriffsform二 依 リテ モ生 ゼ シメ得 ル ト言 フ

事 迄言 及 シテ居 ル。

Kahn(1933)ハ 結 核 菌 「コ ロ ニー」ノ最 モ 幼 若 ニ

シテ活 護 ナ ル獲 育 テ爲 ス周 邊 二多 ク ノ非抗 酸 性

型 ノモ ノテ見 、特 二Longノ 液 膿 培 養 基 二登 育

シテ居 ル老 若 皮 膜 ノVerticalschnitt二 於 テ其

ノ若 キ皮 膜 ノ中 二非抗 酸 性桿 菌 及Granulaテ

見出 シテ居 ル。

猫又.Alexander`1934)ノ ・Bordet-Gengouノ

培 養基 上 二R-undSSt5mmeテ 培 養 シ、第1

週間 目一 ハ未 ダ肉 眼 テ以 テ認 メ得 ベ キ嚢 育 ハ見

ラレナ ィガ、Abstrichen二 於 テ ハ第1日 目_

ハ抗酸 性桿 菌
、 抗 酸 性 球 菌 ト墜 球 菌 及 少 撒 ノ非

抗 酸性 球 菌 ト隻 球 菌 テ見 、 第5日 目 ニハ抗 酸 性

桿 菌 ハ認 メ ラ レズ唯 抗 酸 性 球 菌 ト勢 求菌 ガ認 メ

ラ レ、 第8日 ヨ リ10日 後 ニ ハ 非 抗 酸 性桿 菌 ガ

現 ハ レ其 ノ各 々 ハ1-2-3個 ノ濃 染 スル非 抗 酸

性穎 粒 テ有 シテ居 リ、21/2-41/・ 週 後 ノ培 養 二

於 テ ハ少藪 ノGranulaテ 見 、 多 ク ノ非 抗 酸1生

或 ハ抗 酸 性桿 菌 テ見 ル ニ至 ツ タ ト言 ツテ居 ル。

近 時 長 谷 川 氏 ハConvallamarin加 培 養 基 ニ ヨ

リコ 。ホ ノ定 型 的 結 核 菌 ヨ リ非抗 酸 性 ノ長 桿 菌

ヤ穎 粒 テ培 養 シ、 鴻 上氏 ハ 「アル カ リ」卵 黄 蛋 白

水 培 養 基 中 ニ テ同檬 コ ッホ氏 結核 菌 ヨ リ非抗 酸

性 結 核 菌 テ培 養 シ、 其 ノ中 ニハ 圓形 棉 圓 形或 ハ

不 規 則 ナル形 テナ セル穎 粒 テ認 メ テ居 ル。

而 シ テ中川 氏 非 抗 酸 性結 核 菌 ノ球 状 菌 ハ前 述 セ

ル如 ク定 型 的 抗 酸 性 結 核 菌 ノ培 養 ヨ リ得 タ モ ノ

デ アル ガ、Pla/Angriffsformト ハ異 リ其 ノ

登 現 培 養 基 タル膿 汁 酸 加 「グ リセ リ ンブ イ ヨ ン」

テ卒 等 二潤 濁 セ シメ得 ル モ ノデ ア リ、 其 ノ培 養

,基表 面 二登 育 シテ居 ル コ ソホ氏 結 核 菌 ノ全 下面

ヨ リー 檬 二澗 濁 沈 下 シ來 ル モ ノー シテ、 コ レ實

二中川 教 授 及 中川 誠 一 博士 二依 リテ培 養 セ ラ レ

シ結 核 病 原 艘 ノ培 養 上 二於 ケル ー一性質 デ アル。

而 シテ 中川 氏 球 状 菌 バ ー般 結 核 病 原 膿 綾 育環 ヨ

リ考 ヘ ラ レル所 ノ非 抗 酸 性 穎 粒 状 桿菌 中川 氏桿

状 菌 、CyanophileBazillen(Karwacki),Zwi-

schenform(Pla)ト 言 フ時 期 ラ、培 養 基 表 面 上 ノ

コ 。ホ氏 結 核 菌 培 養 中 ニ テ経 過 シ、球 状 菌 トナ

ル ニ及 ピ テ其 ノ下面 ヨ リ沈 下 シ 來 ル モ ノニ シ

テ、 コ レ恰 モ外 見 上、 コ レ ラ ノ時期 テ経 過 ス ル

事 無 シニ直 接 コ 噌ホ 氏結 核 菌 ヨ リ登 現 シ來 レル

モ ノ ・如 クニ見 ラル ・所 以 デ ア ラ ウ。

コ レテ染 色検 鏡 スル ニ常 ニ グ ラム陽 性 ナ非 抗 酸

性 ノ球 状 菌 デ アル。然 シコ レテ膿 汁 酸 加 「グ リセ

リ ンブ イ ヨ ン」 二累 代 培 養 ス ル時 バ グ ラ ム陰 性

トモ ナル。

猫 「グ リセ リ ン ブ イヨ ン」二培 養 テ績 ケ ル ニ長 ク

原 形 テ保 チ テ、 其 ノ安 定 サ テ認 メ ル 事 ガ 出來

ル、 然 レ ドー 定時 日 ノ後 一 ハ球 状 菌 ハ 分 裂 シ テ

勢 求菌 トナ リ或 ハ淋 菌 二或 ハ肺 炎菌 二似 タル形

態 テ取 リ、 後 二非 抗 酸 性 ノ桿 状 菌 ガ散 見 シ來 ツ

テ、 逡 二抗 酸 性 ノ定 型 的 結 核 菌 テ見 ル ニ至 ル モ



326 小 田切=「 中川氏非抗 酸性結 核菌」二因 ル結核凝集反 慮 【第15巻

ノテアル。.

以上本章二於 テ述べ シ如 ク純梓結核菌培養基 ヒ

ニ認 メラレル球状菌ガ結核病原禮 ノー型 ナル事

即結核病原膿中ニハ球状菌 ノ存在スル事 ガ可能

ト爲 ツタト共 二、中川氏球状菌 バカ・ル球歌菌

テ他型 ノ結核病原膿 ヨリ完全 二分離培養 シ得 タ

ルモノニシテ、即結核病原艦登育環上ノーPhase

〔五章参照〕テ爲スー形態 ノモ♂テ純梓 二分離培

養 シ得 タルモノーシテ其 ノ生物學的性質 テ究明

入ル事 ハ直 チニ結核ナル疾患二封 スル新 タナ事

實 テ追求 スル事 トナルモ ノデアル。

而 シテ余 ノ球状結核病原艦 ト爲スモノト、濾過

性病原膿 トノ關係二就テハ第五章二於テ述ベル

ガ、今ヤ以上 ノ研究ニヨリ定型的結核菌 ヨリ球

状結核病原膿(濾 過型 ノー部 テ含 ム)へ、而 シテ

又同様球状結核病原禮(濾過型 ノー部テ含ム)ヨ

リ定型的結核菌ヘ ト、其 ノ間 ニー定 ノ畿育環ガ

培養基上謹明セラレタ課 デアル。

第四章 動物實験二於テ認 メラルル球状結核病原膿二就テ

余 ハ前 章 二於 テ純 梓 結 核 菌 培 養 ヨ リ球 歌 結 核 病

原 禮 ノ出現 スル事 二就 テ 文 献 的考 察 テ 述 ベ タ

ガ、 斯 ク ノ如 キ球 状 結 核 病 原 龍 ガ、 生罷 内 二於

テ モ存 在 シ得 ル モ ノナ ル カ否 カニ就 テ文 献 的 二

記 述 シテ見 ヤ ウ ト思 フ。

Schiwaga(1923)ハ 健 康 ナ ル 白色 二 十 日鼠 ノ腹

腔 内 二結 核菌 テ接 種 スル ト淋 巴 球 ヤ多 核 性 白血

球 ニ ヨ ク貧 喰 セ ラ レ、 其 ノー 部 分 ハ破 壊 サ レテ

Splitterト ナ リ全 膿 ノ4-5%ノ モ ノ ガ 非 抗 酸

性 桿 菌 トナル ト言 ツ テ居 ル。

Mufucci(nachL6wenstein)ハ 結 核 菌 テ且Uhn-

erembryo二 感 染 セ シメル ト、穎 粒 トナ リ其 ノ

Embryoテ 登 育 セ シメル カ又 ハ其 ノ材 料 テ他 ノ

動 物 二 移植 スル カ、 人 工培 養 ス ル カ スル ト其 ノ

穎 粒 ヨ リ桿 菌 テ生 ゼ シメ得 ル ト構 シテ居 ル。

Kossovitsch(1926)・ ・若 キ結 核 菌 テ 動 物 ノ腹膜

内 二接 種 シ テ、 其 ノ攣 化 テ観 察 シ、 結核 菌 ノ腹

膜 滲 出液 中 二於 テ次 第 二其 ノ抗 酸 性 テ失 ヒ、 其

ノ菌 膿 ガZiehl二 弱 ク染 ル様 一 ナ ル ト頼粒 ノ ミ

ガ赤 ク,染ツ テ見 工、 而 シテ穎粒 ト頼 粒 テ結 合 シ

テ居 ル部 分 ガ染 ラメ様 ニ ナ ル ト、 恰 モ穎 粒 ノ列

ノ如 クニ見 ラ レル 、然 シ其 ノ穎粒 モ次 第 二抗 酸

性 テ失 ヒ、Granlノ ミニ染 ル様 ニ ナ ル ト言 ツ テ

居 ル ガ、余 ニ ハ彼 ガ染 ラナ クナ ル ト言 フ穎 粒 ト

穎 粒 ノ結 合部 位 ガ次 第 二離 断 セ ラ レテ、 穎 粒 ガ

遊 離 スル ニ至 リ、 余 ノ言 フ球 邦犬結 核 病 原 艦 トナ

ル モ ノ ト信 ゼ ラ レル。

Pla(1931)ハ 健 康 海猿 ノ皮 下 二結 核 生菌 テ 注射

シ テ其 ノ部 位 テ 屡160度 二温 ノ ル ト其 塵 二

Angriffsform帥 球 状 菌 ノ登 育 テ見 ル ト言 ツテ

居 ル。

水 島 氏(1931,1932)ハ 結 核 材料 接 種 動 物 二於 テ

未 ダ結 核 菌 テ確 實 二謹 明 シ得 ザ ル以 前 二常 二弱

抗 酸 性 ニ シ テ且Much染 色性 ノ孤 立 穎粒 テ多

撒 二認 メ得 ル ト言 ヒ、 又 結 核 菌 テ海 狽 皮 下 二埋

浸 セ シメ テ、 結 核 菌 ガ破 壌 サ レ穎 粒 ガ菌 膜 ヨリ

遊 離 スル事 テ確 メ テ居 ル。 而 シテ其 ノ破 壊 セ ラ

ル ・ヤ先 ヅ穎 粒 列 テ爲 シ、 二 連穎 粒 トナ リ更 一

細 分 シテ孤 立 穎 粒 トナ ル モ ノニ シテ、 コ ノ孤立

穎 粒 ノ こテ取 リ出 シテ海猿 二接 種 スル ト先 ヅニ

連 穎 粒 トナ リ更 二三、 四 連 穎粒 二進 化 シ其 ノ際

菌 艦 テ生 ジ途 二完 全 ナ ル結 核 菌 トナ ル ト述 べ、

カ ・ル穎 粒 ハ病 原 性 テ有 スル ト共 二、 竺 二控

ラ ン氏濾 過 管(L2,L,)テ 通 過 シ、 動 物 通過 二依

リテ ハ定 型 的 結 核 菌 トナ ル ト論 ジ、 結 核 菌 ハ動

物 禮 内 二於 テー 旦 破 壌 セ ラ レテ穎 粒 トナ リ、 然

ル後 二其 ノ穎 粒 ヨ リ再 ビ結 核 菌 二登 育 スル ガ如

ク デ ア リ、 頼 粒 ハ結 核 病 原 膿登 育環 中重 要 ナル

地 位 テ占 ムル モ ノニ非 ザ ル カ ト言 ツ テ居 ル。

余 ハ第 三章 二於 テPanek,Valtis,Calmette,

Pla等 ガ純 檸結 核 菌培 養及 結 核 諸 材 料 ノ濾 液a

培 養 シ テ球 状 結 核 病 原膿 テ培 養 シ得 タ ル事 テ述

ベ タ ガ、 抑 モ濾 過 性 結 核病 原 膿 ノ存 在 二就 テ初

メ テ其 ノ圭張 テ爲 セ ルFontes(1910)・ ・早 クモ

結 核 性 膿 テBerkefeldfilterテ 以 テ濾 過 シタル

濾 液 テ海 瞑 二注射 シテ、.1ケ 月 後 其 ノ動 物 テ殺
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シ剖 検 セ ル ニ、腫 脹 セル淋 巴腺 拉 二脾 臓 二於 テ、

グ ラム陽 性 ノ小穎 粒 テ議 見 スル ノ ミニ シテ結 核

菌 ハ認 メ ラ レナ カツ タ、 然 ル ニ其 ノ淋 巴腺 テ他

ノ海猿 二接 種 スル ー、 一 定 ノ時 期 二於 テ肺 及 淋

巴 腺 中 二結 核 反 慮 ノ初 徴 ラ認 メ、 途 二抗 酸 性桿

菌 テ謹 明 スル ニ至 ツ タ ト報 告 シタ。 而 シテ彼 ハ

ユ923年Vaudremerノ 賛 成 追 試 テ得 、1926年

ト1931年 二彼 ハ繰返 シ實 験 シ テ 其 ノ確 實 性 テ

強 調 シタ。

又 宮本 氏(1928),Rabinowitsch-Kempner(1928),

及 中川 氏(1932)等 モ亦 濾 液 テ海 猿 二注 射 シテ明

瞭 二多 ク ノMuchscheGranulaテ ー 部 ノモ ノ

或 ハ全 般 的 二認 メ テ居 ル。

中川 氏球 状 菌 ノ動 物 實 験 二就 テハ 同僚 ガ他 日報

告 スル所 アル モ、 動物 膿 内 二於 テ モ亦培 養 基 一

於 ケ ル ト同 様 定 型 的 抗 酸 性結 核 菌 二還 元 スル。

以 上 ノ文 獣 二現 ハ レ タ所 カ ラ見 テモ生 膿 内 二於

テ モ亦 定 型 的 結 核 菌 ヨ リ球 状 結 核 病 原 膣(濾 過

型 ノー 部 ヲ含 ム)へ 、而 シテ ソ レ ヨ リ叉 定型 的 結

核 菌 ヘ ノ轄 化 ガ考 ヘ ラ レル(次 章参 照)。

第五章 護育環説 ・濾過性病原膿 卜球状結核病原膿二就テ

既 二第二 屯 二於 テ述 ベ タル ガ如 ク結 核 病 原 禮 ノ

登 育環 ノ事 實 テ登 見 セル ハ、 既 ニ コ ッ ホ ノ結 核

菌 登 見 ノ當初 ニ シテ、 爾 來 諸 家 ノ種 々 ナル研 究

ア リ ト難 、1910年Fontesガ 濾 過 性 ノ結 核 病 原

禮 ノ存在 ラ唱 へ、1923年 二至 リテVaudremer

ノ質 成追 試 テ 得 テ ヨ リ、 結 核病 原禮 ノ登 育

環 説 ノ・漸 ク學 読 的假 読 ト シ テ 完 成 セ ラ レテ來

タ。

然 ル ニ其 後 ノ追 試 者 ノ意 見 テ見 ル ニ質 否 雨論 共

二存在 シテ居 ル ガ、今 ヤ大 禮 二於 テ濾 過 性 病 原

禮 ノ存在 ト結 核 病 原 禮 ノ 叢 育 環 ガ承 認 セ ラ レ

ツ ・アル観 ガ アル。

Calmette(1930)ハ``tubercu16sesUtravirus"

ト命 名 セ ラ レタVirus二 就 テ多 ク ノ國 ノ人 々

ガ研 究 シ初 メ、 其 ノ多 クハ吾人 ノ主張 ス ル事實

テ認 メ テ居 ル ト述 べ テ居 ル。(=蓋 シ1928,1929,

1930年 ト爲 サ レ タ多 ク ノ カ ・ル研 究 テ指 シテ

居 ル モ ノ ト思 バ レル)。

而 シテ彼 ハ不 可覗 ナ、 濾 過 性 ニ シ テ 有 毒 ナル

Elementハ 結 核 個 膿 ノ臓器 、 膿 、 喀 疾 、 血 液

尿 、乳 、及 漿 液 繊 維 性肋 膜 滲 出液 中 二恰 モ若 キ結

核 菌培 養 二於 テ見 ラル ・如 ク ニ存 在 シ、 妊 娠 セ

ル結 核 掃 人 及 動 物 ノ胎 盤 テ通 過 シテ胎 見 及 初 生

見 ノ感 染 及 中毒 テ屡 ㌃起 スモ ノデ アル ト言 ヒ、

然 モ努 力 ノ結 果 「ビタ ミ ン」含 有 培 養 基 上 二、 途

一 力 ・,レUltravirusテ 培 養 スル ニ成 功 シ、 ソ

ノ培 養 基 二存 在 スル 「ツ ベ ル ク リ ン」 トハ異 ル異

常 二活 動 的 ニ シテ且 不 安 定 ナ ル毒 素 ノ作 用 ハ、

結 核 母 膿 ヨ リ生 レ タ 子 供 ノ 産 後1週 間 ニ シテ

屡 胤不 明 ナ ル死 テ來 ス事 二依 リテ知 ラ レル ト構

シ、既 二Kahnガ 観 察 セル 如 キUltravirusノ

登 育 過 程 テ認 メ テ居 ル即 初 メハ微 小 ナ ル塵 球 ト

シテ見 ラ レ、 次 ニノ・球 歌 穎 粒 トナ リ更 二極 メ テ

薄 キ桿 菌 ガ登 育 シテ抗 酸 性 テ得 、 途 二眞 正 ノ結

核 菌 トナ ル ト言 フ.

猶Ultravirusハ 何 等 「ツ ベ ノレク リ ン」テ産 出 セ

ザ ル モ、 動 物 テAllergischタ ラ シメ ル、 而 シ

テToxinaemie二 依 リテ急 激 二死 亡 セ ヌ時 ハ、

恰 モ拮 核 母 膿 ヨ リ ノ胎 鬼 又 ハ初 生 見 二於 ケル ト

同様 、 抗 酸 性桿 菌 ガ 生 ジ テ 潜 伏 性結 核 テ 起 ス

.ガ 、 ソ レハ害 テ及 ボ サ ズ シテ唯 恐 ラ ク多 少 免 疫

的 二作 用 スル カ ト思 バ レル ト言 ツ テ居 ル。

彼 ハ急 性 疾 患 ニ シ テ、Ultravirus二 依 リテ起

リ、 普 通 ノ抗 酸 性 結 核 菌 ノ無 イ カ或 ハ又 少 イモ

ノ テPraebacill乞reGranulaemieト 呼 バ ン ト

提 議 シ、結 核 性疾 患 テ臨 沐 上(1)Praebacil1乞re

Granulaemie(2)Bacillose二 分 ケル ベ キ デ ア

ル ト言 ヒ、 他 ノ論 文 二於 テ ハ(1930)吾 人 ノ從

來 抱 イ テ 來 タ結 核 ノ 感 染 二封 スル見 解 二大 ナ

ル修 正 テ 加 ヘ ル 必 要 ガ生 ジ來 ツ タ ト論 ジ テ居

ノレo

Fontes(1931)ハ 結 核 病 原 膿 ノ嚢 育環 二 關 スル

假 設 トシテ次 ノ如 ク ニ言 ヅ テ居 ル。
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(A)

(B)

(C)

.7...。...∫granul乞redStaub・Keimungsphase

(freieGranula.

VermehrungderGranula.

zelligeOrganisierung.

Wachstumsphase・ …Bild
ungintracellul5rerGranula.

Bildungextracellu15rerGranula.

Spaltungs-oderZerlegungsphase.ZerlegungderZellen.

GranulierterStaub.FreieGranula.

ZersetzungderGranula。Aufl6sung.VermehrungderGranula.

BildungvonZellen.

而 シテ彼 ハ コ ノ襲 育 環 上 重 大 ナ ル役 割 ラ演 ジテ

居 ルGranulaノ 意 義 二就 テ 次 ノ如 クニ言 ツ テ

居 ル。

(1)生 活 力 ヲ有 スル感 染可 能 性 輩位 デ ア リ

(2)抗 酸 性桿 菌 型 ノ檜 殖 要 素 デ ア リ

(3)潜 在 性 結 核 二存 在 シ又桿 菌 型 デ感 染 セル動

物 ノ組 織 二存 在 シ

(4)古 典 的 結 核 ノ反 磨 無:一 一=存在 シ得

(5)毒 力 ノ、攣 化 シ得

(6)腺 病 質 ヤ遺 傳 的 感 染 ・・コ ノVirusノ 特 殊

型 ノ数 力 二依 ル モ ノ ト思 フ、 ト。

而 シテ 彼 ・・コ ノVirusガ 胎 盤 テ通 過 シテ初 とk

見 二遺 傳 的 感 染 テ起 シ、 榮 養 不 良 、淋 巴 系統 ノ

増 生 テ來 シ、 古 典 的 結 核 病 竈 テ起 サズ、 結 核 菌

テ見 出 サ ザ ル モ、 結 核 器 質 テ生 ズ ル モ ノナ ラ ン

ト論 ジ、Calmette1・ 相 似 タ 意 見 テ 懐 イ テ 居

ル。 唯CalmetteガUltravirusl二 依 ル疾 患

テPraebacil15reGranulaemieト 呼 ブ ゐ 封

シ、 彼 バ カ ・ルVirus二 依 ル モ ノテPraetu-

berculose,latenteTuberculose或 ・・又Kry-

ptogenetischeZustsndeト ーi;iフ言 葉 テ使 用 シ

テ 居 ル 。

Pla「1931)ハ 前 述 セル 如 ク 結 核 病 原 膿 ノ登 育環

上 ヨ リ、 コ レヲAngriffsform,Zwischenform

(Uebergangsform),Widerstandformノ 三種

類 二大 別 スベ シ ト論 ジ、Angriffsformト ハ球

形 菌 ニ シテ、 其 ノ大 キ サノ・不 等 デ、 塵 球 ノ如 ク

小 サ イモ ノノ、Berkefeldノ 濾 過 管 テ通 過 スル

ト言 フ。

而 シテ コ ノAngriffsform/Pathogenitaet

ハ實 二無 襟 ヨ リ高 度 ノ有 毒 ノ間 ザ動 揺 スル モ ノ

ニ シテ、 剖 検 上種 々 ノ炎 症 テ示 スモ ノガ ア リ、

亜 急 性 及 慢 性 ノモ ノハSepsis又 ハKachexie

テ起 シテ炎症 ヤ、 腫 脹 テ來 スモ、 膿 瘍 テ示 ス事

ハ稀 デ アル、 唯或 ル條 件 下 二於 テ・・Tuberkel

テ作 リ得 ル ガ、Tierpassage二 依 リテ ヘ コ ッ

ホ氏 結 核 菌1・ナ リテ、Tuberkelテ 作 ル ニ至 ル

ト言 フ。

Zwischenform{Uebergangsform)ト ノ・桿 状菌

ニ シテ非 抗 酸 性 デ ア リ、 種 々 ノ外 見 テ呈 スル モ

ノテ アル。

而 シテ最 後 ノWiderstandfornト ・・古 典的 ナ

ル 定型 的 コ ・,ホ氏抗 酸 性結 核 菌 ラ意 味 スル。

Karwacki(1934)ハ 第 二 彰 二述 ベ タ ル 如 ク、 結

核 感 染 テ(1)濾 過 型(2/其 ノ登 育型 ナル、

Kokken,cyar】ophileBazillen,Streptothrix

(3)定 型 的抗 酸 性結 核 菌 二依 ル ト論 ジテ居 ル。

要 スル ニ コ レ ラ ノ研 究 二依 リ吾 人 ハ結 核 病 原 艦

一ハ濾 過 性 病 原 膿 ト呼 バ レル、不 可覗 ヨ リ可 覗

二至 ル微 小 ナルVirusガ 存 在 シ、 コ レハ 生膿

内及 培 養 基 中 二於 テ登 育 シテ非 抗 酸 性 桿状 菌1・

ナ リ、 然 ル後 二抗 酸 性 テ得 テ定 型 的 結核 菌 トナ

リ、 カ ・ル定 型 的結 核 二老 朽 トナ ル カ又 ハ其 ノ

外 界 ノ種 々 ナル影 響 二依 リ、 其 ノ菌 盟 内 二穎 粒

テ獲 生 シテ、 次 第 二抗 酸 性 テ失 ヒ、菌 罷iノ破'壊

ト共 二穎粒 ハ遊 離 シテ掲 自 ノ球 歌 結 核 病 原 膿 ト

ナ リ、生膿 ニー 定 ノ病 状 テ起 シ、或 ル モ ノハ分裂

シテ縦 令 可 覗 ノ球 状 菌 デ ァ ツ テ モ濾 過 管 テ通 過



第4號 】 小 田切=1中 川氏非抗酸性結核菌」二因ル結核凝集反 磨 329

シ得 ル程 ノ微 小 ナ ル モ ノナ リ、 或 ル モ ノハ亦 不

可覗 ノモ ノニ 迄 分裂 シ、Calmette等 ノ言 フ

invisiblefiltrableVirus(Ultravirus)ト ナ ル

モ ノデ ァ リ、斯 ク ノ如 キ モ ノガ再 ピ上 述 セル如

キ登育 テ逆 二繰 返 シテ所 謂 結 核 病 原 罷 ノ登 育 環

テ爲 スモ ノ ト信 ゼ ラ レル。

弦 二於 テ余 ハ濾 過 性病 原 膿 ト球 状 結核 病 原膿 ト

ノ關係 二就 テ記 述 ス ル ノ必 要 ア リ ト信 ズ ル。

余 ハ既 二結 核 性濾 液 テ培 養 シ(Panek,Valtis,

Calmette,Pla)或 ハ動 物膿 内 二注 射 シテ(中 川 、

宮本、Fontes,Rabinowitsch-Kempner)球AK

結核病 原禮 ノ出現 テ認 メ、 且 生罷 内及 培 養 基 中

二見 出 サ レル球 歌 結 核 病 原 膿 中 ニハ屡 ヒ濾 過 性

ノモ ノ ・存 在 スル事(水 島、Pla)二 就 テ 文 献 的

二謹 明 シ タガ、 コ レ ラ ノ事實 ヨ リ シテ、 球 状 結

核病 原膣 ト言 バ レル モ ノ ・中 一 ハ濾 過 性 結 核 病

原艦 ノー一部 ガ含 マ レル モ ノデ ァ ル 事 ガ 知 ラ レ

ル、然 レ ドー般 二濾 過 性結 核 病 原 艦 トハ濾過 ス

ル カ否 カ ノ立 場 ヨ リ ノ名稻 デ ァ リ、余 ノ言 フ球

状結核 病 原禮 トハ其 ノ型 態 ヨ リ ノ名稻 デ アル ガ

故 二、球 状 結核 病 原 膿 ニ シ テ濾過 性 ノモ/ハ 濾

過 性病 原 鵠 ト言 ヒ得 ベ ク、濾 過 性病 原 膿 ニ シテ

可覗 且其 ノ型 態 二於 テ球 歌 ナ ル モ ノハ球 状 結核

病 原盟 ト言 ハ レ得 ル モ ノデ アル。

即球 状 結核 病 原 膿 ハ 時 二濾過 性病 原 禮 ト同 意 義

二用 ヒ ラ レル事 アル モ、 唯 其 ノー 部 二於 テ濾 過

性 ノモ ノガ アル ニ過 ギ ナ イ。

猴結 核 菌盟 内 二見 ラル ・穎 粒 二封 シ テ ハ 早 ク

ハ、 コ レテVakuolen(Flifg9) ,染 色 時 ノKu-

nstprodukt(Fitschen),物 理 的 、 化 學 的影 響 二

依 ル モ ノ(Arnold-Grimme)、 菌 罷 ヨ リ ノ湧 出物

質(Kossel),KernartigeReservestoffe(Mets。

chnikoff),Degenerationsprodukt(Rosenblath)

等 ト言 ・・レ又 結 核 菌 培 養 上 見 ラ レルisolierte

Granulaハ 外 界 ヨ リ ノ混 入物 ナ リ ト爲 ス極 端

ナル見解 以 外 二結 核 菌 ノ疑 性 物(Ljubarsky),

或 ハ結 核 菌 ノ死 菌 ノ攣 性物(Oerskov)ナ リ トセ

ラレタ ノデ アル ガ、 研 究 ノ進 ム ニ ツ レ、 コ ノモ

ノハ結 核 菌 ノ褒 育 型(Wirth,Cervero) ,beson一

dereForm(Liebermeister),primitiveUrf-

orm(Deyke),VegetativeForm(Schottmtレ

ller),Reproduktionszentrenニ シテlebende

Einheit(Fontes),Angriffsform(Pla♪,repro-

duktiveGebildeニ シテReproduktionsVit-

alitaetテ 承 ケ纏 グモ ノ(Gr6)h,Zerfallsprodukt

デ アルト共 一Keimformデ アル所 ノDopPelrolle

テ演 ズル モ ノ(Spanier),結 核 菌 登 育Pt-一 於 ケ

ルAktiveElement(Karwacki)タ ル ベ キ モ ノ

等 ト稗摩セ ラ レテ來 タ。

即 コ レ ラ ノ見 解 テ登 育 環 ノ立 場 ヨ リ考 フル ナ ラ

バ其 ノ定 型 的 コ 、ホ氏 菌 ヨ リ出 現 シ來 ル過 程 ハ

Degenerationserscheinungl・ 考 ヘ ラ レ、 一 度

球 状 菌 或 ハ濾 過 性 病 原 膿 トナ リテ ヨ リ定 型 的 結

核 菌 二迄 嚢 育 シ行 ク過 程 ハEntwicklungsers-

cheinungト 考 ヘ ラ レル モ ノデ ア ル即Degene-

rationノ 最 終 産 物 ハ 同時 二Entwicklungノ

原 始 軍 位 デ ァル ガ故 二、 「 レテ全 ク異 レルニ ツ

ノ現 象 トシテ別 々 二論 ズ ベ キモ ノニ非 ズ シテ飽

ク迄 モー 生 命 現 象 トシ テ辮 讃 法 的 二理 解 スベ キ

モ ノト信 ズ ル。

要 スル ニ結 核病 原禮 ハー ツ ノ叢 育環 テ爲 シテ居

ル モ ノニ シテ、 其 ノCyklusテ 購 成 シ テ居 ル各

Phaseガ 重 要 ナル 問題 トナ リ、普 通 二結 核 菌 ト

稔 セ ラ レテ ヰ ル定型 的抗 酸 性結 核 菌 モ結 核病 原

膿 ノーPhase二 過 ギ ナ イモ ノデ ア リ、 結 核 病 原

罷 バーPhaseヨ リ他 ノPhaseヘ ト移 行 スル モ ノ

デ アル ガ故 二、 其 ノ安 定 度 ノ強 キPhaseテ 構 成

スル菌 型 ノモ ノハ、 各 自掲 立 セル或 ハ特 有 ナ ル

病 攣 テ起 ス ベ ク、 同 時 ニ ソ レニ相 癒 シタ特 殊 關

係 テ生騰 二封 シテ持 ツ事 ニ ナ ル デ ァ ラ ウ。 故 二

結 核 個 艘 血 清 ト特 異 的 二凝 集 ス ル モ ノガ、 其 ノ

Phase中 ノ如 何 ナ ルPhaseテ 構 成 スル型 態 ノ

モ ノナ ル カテ吟 味研 究 ス ル ノ必 要 ガ存 在 スル繹

ア ア ノレ。

故 二余 ガ球 状 菌 テ用 ヒテ凝 集 反 癒 テ行 フ ニ至 リ

シノ・、 結 検 病 原 膿 研 究 上 ヨ リ 當然 デ アル ト共

二、 又 重 大 ナ ル意 義 テ存 ス ル モ ノ ト言 ハ ネ バナ

ラナ ィ。
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猫 叉一Phaseラ 爲 スモ ノデ モ、 其 ノ型 態 及 大

キ サハ 必 ズ シモー 檬デ ナ ク、 球 菌 型 ノモ ノニ於

テ モ其 ノ環 境 二依 リ色 々 ノ大 キサ ノモ ノガ認 メ

ラ レ、 小 ハ濾 過 管 テ通 過 スル 如 キモ ノカ ラ、 大

ハ 赤血 球 大(Vaudremerノ ニ迄 及 ブ モ ノ ガ認 メ

ラ レル ト言 フガ、 大 ナ ル モ ノハ分 裂 、 憂 化 シ易

ク、 一 般 的 二最 モ安 定 ナ ル モ ノハMuchノ 孤

立 穎 粒 大 ノモ ノニ シテ、 結 核 菌 艦 内 二認 メ ラ レ

ル穎 粒 ノ菌 禮 ヨ リ將 二遊 離 セ ン トシテ球 菌 状 二

大 キ ク ナ リタ ル モ ノニ略 ≧其 ノ大 イサ テ等 シク

シテ居 ル、 而 シテ中川 氏球 状 菌 ハ正 シク斯 ク ノ

如 キ安 定 ナ ル球 状 菌 デ ア ツテ特殊 ナルー 定培 養

基 上 二出現 シ、 二次 培 養 二於 テ ヨ リ其 ノ原 形 テ

長 ク保 チ テ檜 殖 ス ル モ ノデ アル。

然 レ ド中川 氏球 歌 菌 モ亦 分 裂 シテ塵 球 トモ見 ラ

レル微 小 ノモ ノ トナ ル モ ノナ ル ガ故 二、 カ ・ル

モ ノ ・濾 過 性 ハ 想像 セ ラ レル所 デ アル ガ、其 レ

等 ノ實 験 二就 テハ 同僚 ノ研 究 二 挨 ツ モ ノデ ァ

ノレo

第六章 結核患者二於テ認 メラレル球状結核病原禮 卜其ノ

臨淋的意義二就テ

余 ハ 既 二培 養 基 上 二於 ケ ル ト同檬 、動 物 禮 内 二

於 テ モ亦 定 型 的結 核 菌 ヨ リ球 駄 結 核 病 原 艘 ガ 出

現 シ、 又 其 ノ球 歌 結核 病 原 膿 ガ再 ビ定 型 的 結 核

菌 二迄 還 元 ス ル事 テ述 くご、 且Kokkenform中

生 膿 内及 培 養 基 上 二於 テisolierteGranulaト

シ テ認 メ ラ レテ オル球 歌 菌 ガ最 モ安 定 ナ ル大 キ

サ ノKokkenformデ アル ト論 ジタ。

弦 二於 テ余 ハ更 二斯 ク ノ如 キ球 封犬結 核病 原 艦 ハ

臨 林 上果 シテ結 核 個膿 二認 メ ラ レル モ ノデ ァル

カ、 若 シ認 メ ラ レル トセ バ臨 躰 的 二如 何 ナ ル意

義 ガ存 スル カ ニ就 テ文 献 的 考察 テ試 ミル必 要 ア

リ ト信 ズ ル。

余 ・・第 二 章 二於 テSpenglerガSplittersputa

テ傳 染 性 ノモ ノ トシテ注 意 セ ル事 テ述 ベ タ ガ、

Schulz(1909)ハ 喀 疾 中 二GranUla及Kokken

テ澄 明 シテ穎 粒 型 ノ結 核 病 原1豊 デ アル ト爲 シ、

Matson(1912)・ ・結 核 患 者 喀 疾 ニ シ テ抗 酸 性結

核 菌 テ謹 明 シ得 ズ シテ唯Granulaノ ミテ認 メ

得 ル モ ノ テ海 狽 二接 種 シテ結 核 病 攣 ノ起 ル事 テ

確 メ、 以 テ非 抗 酸1生Granulaノ 結 核 性 ナ ル事

二就 キ謹 明 シ、Berge1ノ 所 論 二從 ヒ、 カ ・ル

Granulaノ ・淋 巴球 ノfettspaltendesFerment

ノ作 用 二依 リテ結 核 菌 ヨ リ出現 スル モ ノデ アル

ト論 ジタ.

斯 カル折 シ モ 結 核 患 者 ノ 喀 疾 中 一Much/

Granulaテ 求 メ テ、Granulaノ 存 在 ハ個 禮 ノ

大 ナ ルSchutzkraftノ 謹 ト シ、豫 後 ノ可 良 ナ ル

テ圭 張 セル ハGali(1918)デ アル、Beck(1918),

Bader(1919),Bezangon(1922)等 ハ之 テ疑 ツタ

ガPissavyu.Robine(1921ノ ・・完 全 二治 癒 セル

モ ノ ・73・5%二Granulaテ 認 メテ、 豫 後不良

ナ リ ト爲 スGali二 質 成 シ、Fortunato(1922),

Peloso(1924),Barlaro(1924),Zuccola(1925),

Klein(1928),Lucksoch(1929),Scarzella(1929)

等 ハ 皆 豫 後 ノ可 良 ナ ル テ認 メ テ居 ル。

Vaudremer(1923)ハ 喀 疾 中 二認 メ ラ レルDip-

lokokkenテ 結 核 菌 ノー特 異 型 ナ リ ト言 ヒ、カ ・

ル形 態 ノモ ノハ 「グ リセ リ ン プ ィ ヨ ン」培養 基 ノ

深 部 二、 他 ノDegenerationsformト 共 二存 在

スル事 テ認 メ ル ト共 二、 コ ノモ ノハChamber-

landfilterL,テ 通 過 シ、適 當 ナ ル培 養 基 二依 リ

テ再 ビ抗 酸 性桿 菌 トナ リ得 ル モ ノ デ ァ ル ト論

ジ、Peloso(1924)ハ 結 核 患 者 喀 疾 検査 時 二 ・・抗

酸 性桿 菌 ノ検 索 ト同 様 二Systematisch二Much

/Granulaテ 検 スベ キ デ アル ト提 唱 シ、Frankl

(1933)ハ 喀 疾 ヲ初 メ各 種 結 核 材料 ノ中 二Granula

テ検 索 シテ、KochscheBazillenデ 見 出 ス ト等

シ ク結 核病 原 禮 探 索 二重 要 ナ ル事 テ指 摘 シ、 コ

ノGranulaハ 桿状 菌 ヨ リ出 現 シテ毒 力 テ有 シ、

且良 好 ナ ル状 態 二於 テ ハ再 ピ桿 獣 菌 トナ リ得 ル

ト言 ヒ、 木 目氏(1933)ハ 又 患 者 喀 疲 中 二種 々 ナ

ル形 態 ノ結 核 菌 テ 見 出 ス ト共 二、Much'



第4號 】 小 田切=「 中川氏非抗酸性結核菌」二因ル結核凝集反鷹 331

Granula,隻 球 菌 様 穎粒 、 集 合 穎 粒 テ見 出 シ、

カ ・ルGranulaノ ミテ有 スル喀 疾 ハi琿力繊 維

ガ少 ク即肺 臓 組 織 ノ破 壊 ハ少 ク、 又 ソ ノタ メニ

必 然 二蛋 白含 有 量 モ少 イ事 テ指摘 シ、 カ ・ル患

者 ノ赤 血球 沈 降速 度 ハ 早 ク ナ ク、 又 力 ・ ル

Granulaハ 早 期.浸潤 一 於 テ10%二 認 メ得 タ ト

言 ツ テ居 ル。

而 シテ喀 疾 中 ノGranulaノ 傳 染 性 二就 テハ既

二述 ベ タル ガ如 ク、Spengler,Pla,Fontes,

Vaudremer,Calmetteガ1韮 意 テ 與 ヘ テ居 ル

ガ、Bernstein(1933)ノ 如 キ ハ 喀 疾 中 白 血球 二

食喰 セ ラ レテ居 ル トコ ロ ノGranula二 異 常 ナ

注 意 テ向 ケ、今 後 ハoffen,geschlossen又,ハ

infecti6s,noninfecti6sナ ル考 テ棄 テ、 総 テ適

當 ナル培 養 基 二依 リテ再 ビ定 型 的 結 核 菌 トナ リ

得 ル所 ノ要 素 テ喀 出 スル カ否 カ テ検 スル様 ニ ナ

ル デ ア ロ ウ ト言 ツ テ居 ル。

Zuccola(1925)・ ・Granulaノ 臨 躰 的 意 義 テ追 求

シ、 一般 二初 期 ノモ ノ又 ハ良 好 ナル経 過 テ トル

者 二多 ク認 メ ラ レ、 輕 快 二赴 ク ヤ先 ヅ喀 疾 中 ノ

抗 酸 性 桿 菌 ガ去 リ、 カ ナ リ後 一 ナ ・ソテGranula

ガ清 失 シテ行 ク ト言 ヒ、 漿 液 性 滲 出液 ノ中 ニハ

Granulaガ 多 ク、化膿 性滲 出液 ノ中 ニ ハ抗 酸1:1三

桿菌 即 結 核 菌 ガ多 イ ト論 ジテ居 ル。

猫 原 著 ニ ハ接 シテ 居 ラ ナ イ が、 追 試 者 ナ ル

Domingo(1925)二 依 レバPla-Caballeroハ 結

核患 者 ノ血液 ヨ リAngriffsform即 球 状 結 核 菌

テ87%二 培 養 シ得 タ ト報 告 シテ 居 ル ソ ウデ ア

ル ガ、Domingoハ コ レテ疑 ヒ、Vald6sLam-

bea(1925)モ 亦 コ レテ空 中 ヨ リ混 入 セ ルVerun-

reinigung二 非 ザ ル カ ト言 ツ テ居 ル。

然 ル ニReenstierna(1926)ハ 結 核 患者 ノ21例

中5例 二於 テ血液 培 養 カ ラグ ラム陽性 ノ非抗 酸

性醸 母菌 檬 球 菌 テ謹 明 シ、 コ レハ 海猿 二結 核 テ

起 サ ナ イガ、 結 核 患者 血 清 ト補 膿 テ結 合 シ、而

モ結 核 菌 培 養 二於 テ認 メ ラ レル球 状 菌 二酷 似 シ

テ居 リ、 彼 ハ縦 令 海 狸 二定 型 的 結 核 テ起 サ ザ ル

モ、praetubercu16sタ ラ シ メル モ ノ ト考 ヘ テ

居 ル。

Urgoiti(1933)ハ 肺 結 核 テ有 セ ヌ23歳 ノ婦 人 デ

雨 足_Papulo-nekrotischeTuberculideテ 有

シテ居 ル患 者 ノ血 液 テL6wensteinノ 方 法 一

テ培 養 シ、10日 後 ノ「コロ ニー 」ノ中 ニ グ ラ み陽

性 ノ非 抗 酸 性球 駄 菌 テ認 メ、18日 後 一…ハ全 「コ

ロ ニー」二定 型 的 結 核 菌 テ認 メ タ。 而 シ テ 球 駄

菌 ハMehrereTierpassageニ テ淋 巴腺 結 核 テ

起 シテ結 核 菌 テ謹 明 スル ニ至 ツ タ ト述 べ テ居

ノレo

KalterAbsceB中 二Granulaテ 認 メ ル報 告 ハ

多 イ ガ、Much,Fontesバ カ ・ノレGranulaノ 動

物 通 過 二依 リテ結 核 菌 トナ ル事 テ認 メ、Sweany

(1928),Gr6h(1933)ハ 培 養 ・基 上 二於 テ 結 核 菌

トナ ル事 テ報 告 シテ居 ル。

猫Granulaガ 淋 巴球 及 淋 巴腺 ト密 接 ナ ル關 係

ニ アル事 ハ、d'Arrigo(1900),Bergel(1910),

Matson〈1912),Cervero(1921),Kossovitsch

(1926)ガ 認 メ テ居 ル ガ、Bergelノ 如 キ ハ淋 巴

球 ノ「リパ ー ぜ」ノ脂 肪 分 解 力 二依 リテ結 核 菌 ヨ

リ出 現 ス ル モ ノデ ァル ト論 ジ、Klein(1929)ノ

全 的 賛 成 テ得 テ居 ル。 而 シテFontes(1926)モ

亦 淋 巴腺 中 ノlipolytischesFermentノ 作 用 二

依 ル1・考 へ、1931年 ニ ハ結 核 膿 中 ノ脂 肪 分 解 物

質 二Tuberculoziraseナ ル名 構 テ與 ヘ テ居 ル。

Calmette(1928)ハ 其 ノ動 物 實 験 二依 リ テ 實 讃

セルfiltrierbarerVirus(UltraViruslハ 特 有

ノ結 節 テ作 ラナ ィ ガ直接 淋 巴腺 二攣 化 テ起 スラ

認 メ タ。1930年 彼 ハ再 ピUltravirusノ 注 目 二

償 ス ル性質 トシテ好 ンデ淋 巴腺 臓 器、 圭 トシテ

Koronar-,Tracheobronchial-undMediasti-

naldr6sen二 占居 スル事 テ指 摘 シ、Ultravirus

ハ其 塵 二於 テー 培 養 基 上 二於 ケ ル ト同 様 コ ホ

氏 菌 二迄 登 育 ス ル モ ノデ アル ガ、 眞 正 結 核 性 病

攣 テ與 ヘ ズ、 唯 異 常 ナ淋 巴腺 肥 大 テ起 スモ眞 正

結 節 及 初 感 染 病 竈 テ作 ラナ イ ト論 ジ タ.

然 ル ニBergel(1930)ハ 反 封 ニ コ ッホ氏 結 核 菌

コ ソ淋 巴 腺臓 器 二於 テ最 後 ノ階梯 即Ultravirus

迄 分解 セ ラ レ ル モ ノ デ ア ル ト圭張 シ、 其 ノ

Ultravirusノ 登 育 セ ン トスル ヤ、結 核菌 ガ淋 巴
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球 二依 リ テ規 則 的 二分 解 ガ行 バ レル ト同 檬 二形

態 的 ニ ハ逆 ノ獲 育 階梯 テ経 ル モ ノ デ ア ル ト言

フ。即 襲 育 環 二於 ケルDegenerationserscheinung

ト言 バレル過 程 ヲ逆 二Entwicklungserscheinung

ガ爲 サ レル ト主張 スル モ ノデ ア ル。

Bergelハ 更 二進 ・ンデ淋 巴球 増 多 ノ 高度 ノモ ノ

即 脂 肪 分解 力 ノ強 イモ ノハ 豫後 ガ良 ク、妊 娠 時

二結 核 ノ悪 化 ス ル ハ淋 巴球 ノ減 少 二 依 ル ト爲

シ、 淋 巴球 ノ多 ク見 ラル ・結 核 性 淋 巴腺 、 狼瘡

KalterAbsceB特 二Tuberkel或 ハ淋 巴球 多

キ滲 出液 中 一 ハ チー ル染 色性 ノモ ノガ少 イカ叉

ハ何 等 ノ結 核 菌 テ護 スル事 無 シー、 唯 ム ッ フ ノ

穎 粒 型 テ ノ ミ見 ル モ ノ デ アル ト言 ヒ、 近 時竹 内

氏(1936)ハ 結 核 病慶 ノ組 織 學 的 所 見 ト結 核 菌所

見 テ封 比 シタル研 究 二於 テ氏 ノ言 フ白血 球 性 病

竈 二於 テ結 核 菌 ガ破 壌 シツ ・ア ル 状 態 テ 観 察

シ、 結 核 菌 ノ穎 粒 状 トナ リ、 逡 ニ ハ ソ レモ亦 消

失 ス ル ニ至 ル テ認 メ、 尚 實 験 的 ニ ハ 結 核 菌 テ

Deckglas二 塗 抹 シ、動 物 ノ乾 酪 材料 ノ新 鮮 ノ

モ ノテ食 盛 水 一 テ稀 程 シ タル モ ノ ・中 二入 レ且

卿 卵 器 中 一24時 間 カ ラ2日 間放 置 シ置 ク ト、結

核 菌 ノ破 壌 シ行 ク ノガ認 メ ラ レ、 白血 球 病 竈 ガ

乾 酪 二移 行 スル際 二菌 ノ破 壌 ガ行 ハ レル ト論 ジ

テ居 ル。

斯 ク ノ如 ク ニ文 献 的考 察 テ綾 ケ ル ナ ラバ 生器 二

侵 入 セル結 核 菌 ガ其 ノ定型 的形 態 ノ儘 病憂 テ起

ス ト考 フル ヨ リ、 水 島 氏 ノ暗 示 シ居 ル如 クニー

度 ハ其 ノ破 壌 ガ 爲 サ レ、 最 終 破 壌産 物 ナ ル ト共

二、 其 ノ登 育 原 始 軍 位 ナ ル球 状 菌 トナ リテ次 第

二病 攣 テ起 シ自 ラ ノ生 長 テ爲 ス モ ノニ ハ非 ザ ル

カ ト考 ヘ ラ レル。

而 シテ斯 カ ル結 核病 原 膿 二關 スル新 ラ シキ研 究

立 場 ヨ リ結 核 個 膿 テ観 察 スル ニ、 吾 人 ハ今 ヤ球

状 結 核 病 原 膿 ノ結 核 個 膿 二於 ケ ル重 要 ナ ル臨 躰

的 意 義 テ見 出 サ ザ ル テ得 ナ イモ ノ デ アル。

然 モCalmetteガeigentlicheTuberculose

(Bacillose)ヨ リ塵 別 シ テ 居 ルpraebacill5re

Granulaemie(余 ノ球 駄 結 核 病 原 膿 ト爲 ス モ ノ

ガ褒 病 原 因 テ爲 シテ居 ル ノデ ア ル ガ)ト シテ暴

ゲ テ居 ル病 名 テ見 ル ー・一、Pleural-,Peritoneal-.

Gelenk。,Meningealexsudate,Hydropericard,

且ydrozele,Erythemanodosum,Polymorphe

Erytheme.verschiedeneHautkrankheiten

(Sarkoide,papulonekrotischeTu「berculide),

gewisseSeptikaemie(Kinder及jungeLeute・

一一一9ek見 ラ レルLandouzy/Typhobacillose)
,

及Miliartuberculose一 シテ、縦 令其 ノ中 二幾

何 カ ノ掲断 或 ハ想 像 的 誤 謬 ガ 混 在 ス ル トスル

モ、實 験 的 二謹 セ ラ レ シモ ノモ アル ガ故 二、 珠

状 結 核 病 原 膿 ノ臨 躰 的 意 義 バ ー段 ト其 ノ重 要 性

テ檜 ス モ ノ ト言 ハ ナ ケ レバ ナ ラナ ィ。

然 モ斯 ク ノ如 キ球 状 結 核 病 原 膿 ハ、 コ 、ホ氏 結

核 菌無 キ爲 メ ニ危 瞼 無 シ トサ レテ居 ルー般 輕 症

結 核 患者 ノ喀 疾 中 二屡 ≧多量 二出 現 スル モ ノナ

ル ガ故 二、 カ ・ル菌 二依 ル感 染 ハ意外 二多 イモ

ノ ト信 ゼ ラ レル。

猫 力 ・ル球 状 菌 ハ結 核 母 膣 ノ胎 盤 テ通 過 シテ胎

見 二感 染 シ、初 生見 テ死 二導 キ或 ハ腺 病 質 トナ

ラ シメ、膿 内 二該 菌 ノ登 育 スル ヤ後 二潜 伏 結核

叉 ハ定 型 的結 核 テ瑳 生 セ シメル事 テ考 フル ナ ラ

舛、 臨 休 上 力 ・ル球 状 結 核 病 原 艦 二充 分 ナル注

意 テ向 ケル 必要 ガ アル ト共 二、 カ ・ル球 状菌 ノ

生禮 二封 スル特 殊 關係 モ亦 充 分 考 慮 セ ラ レナケ

レバ ナ ラナ ィ。

而 シテ斯 ク ノ如 キ結 核 病 原 禮 ノ生物 學 的 性質研

究 ノ躍 進 ハ必 然 結 核 ノ遺 傳 、傳 染 、豫 防及 治療

上 二重 大 ナ ル革 新 テ要 求 ス ル ニ到 ツ タ。

故 二吾 人 ハ斯 ク ノ如 キ新 タ ナル結 核 研 究 ノ光 ノ

下 二再 ビ冷 静 二客 観 ノ諸 事 實 テ見直 シ且實験 シ

テ結 核 研 究 ノ新 時 代 ノ爲 メニ吾 人 ノ努 力 テ致 サ

ネ バ ナ ラナ イ。

第七章 第二報ナル本論文ノ結論 卜球朕結核病原膿ナル名稻二就テ

余 ハ中川氏球状菌 テ用 ヒテ結核凝集反慮 テ實施 シ、 略 ≧其 ノ目的 テ達 シ得 タ ガ、其 ノ報 告 二先
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立 チ、結 核 病 原 禮 ノ生 物 學 的性 質 テ検 討 シ、球

,状結 核病 原 罷 ノ存 在 ト其 ノ性質 テ文 献 的 二検 討

スベ キ必要 ア リ ト信 ジ少 シ ク詳 細 二亙 リ論 ジテ

見 タ。

而 シテ余 ハ文 獣 的 考 察 カ ラ球 状 結 核 病 原 膿 ガ結

核病 原 膿 ノ登 育顔 上 一 ツ ノ掲 立 セルPhaseラ

形 成 シテ居 ル事 テ知 ル ガ故 二、 之 ヲ從 來 ノ如 ク

攣性 、 攣 型 結 核 菌 又 ハ 掲 立 性 少 キ 名 構 タ ル

Splitter又 ハGranulaト 呼 ブ ヨ リモ、 コ レニ

適 當 ナル名 樗 テ附 スル ノ適 切 ナル テ感 ズル。

而 シテ登 育 環 ノ立 場 ヨ リ其 ノ各Phaseテ 爲 ス

病 原 禮 テ其 ノ最 モ特徴 トス ル形 態 上 ヨ リ匠 別 シ

テ呼 バ ンニハ 、桿 状 ・統 封犬・分枝 獣 ・球 状 結核 病

原罷 ト構 スル事 ガ最 モ妥 當 デ ア ル ト信 ズ ル。

卸 コ ッホ氏菌 テ桿 状 結 核 病 原 膿 ト呼 ブナ ラバ、

ソ レ ト封 等 ノ意 味 デSplitter及Granulaハ 球

一状 結核病 原鵠 ト呼 バ レナ ケ レバ ナ ラナ イ。

而 シテー般 一 生艦 内 二 侵 入 セ ル コ ッホ氏菌 ハ

Berge1,及Fontesノ 圭張 ス ル如 久 淋 巴球 ノ

・「リパー ぜ」二依 リテ其 ノ蝋 檬 外皮 テ融 解 セ ラ レ

テ非抗 酸 性 桿 状 菌 トナ リ逡 ニ ハ球 状 菌 ト迄 ナ ル

モ ノ ト信 ぜ ラ レテ テ ル ガ、 「リパ ー ゼ」ノ ミニ依

リ テハ完 全 二 融 解 セ ラ レル モ ノニ非 ザ ル事 ハ

Mc.Junkin及DayandGibbs等 ノ論 謹 セ ル

所 ニ シテ、 ソ レニ種 々複i雑 ナ ル生膿 生活 力 ノ影

響 ガ加 ツ テ初 メ テ爲 サ レル モ ノ ト信 ぜ ラ レル。

然 レ ド結 核病 原膿 ノ好 ンデ淋 巴 腺 テ侵 シ、結 核

病 竈 ノ淋 巴球 テ以 テ園続 セ ラ レテ オ ル事 ハ周知

ノ事實 ニ シテ、 淋 巴 腺 ノ如 キハ 結核病 原 膿 ノ死

滅 ト誕 生 、 破 壌 ト再 生 ノ行 バ レル所 トシテ、辮

謹 法 的登 育 環 上重 要 ナルOrganト 言 ハ ナ ケ レ

バ ナ ラナ イ。

然 モ球 状 結 核 病 原禮 ハ ソ レ自身 生膿 二特 有 ノ病

攣 テ起 シ得 ル ト共 二又 從 來 コ,ホ 氏菌 ノ ミニ依

ル ト思 ハ レテ居 ル結 核 性 諸 疾 患 二於 テ モ亦 重 要

ナル關 與 テ爲 シテ居 ル ト信 ゼ ラ レル。

故 二結 核 個 艦 二於 テハ斯 カル球 状 結核 病 原 膣 ノ

其 ノ個 禮 二封 シテ持 ツ特殊 關係 即 免疫 關係 ノ成

立 ガ考 ヘ ラ レル。

故 二球 状 結 核 病 原 農 テ抗 元 トシテ結 核 凝 集 反 磨

テ實 施 スル ハ、 縦 令 余 テ以 テ喘 矢 トナ ス ト錐 ソ

バ結 核 病 原 艦 ノ研 究 上 當然 ノ試 ト言 ハ ナ ケ レバ

ナ ラ ナ ィ。 而 シテ又 結 核 凝 集 反 鷹 史 上残 サ レ シ

最 後 ノ方策 ニ シテ、 此 ノ境 地 二迄 其 ノ試 テ及 ボ

ス事 無 シニ、 只徒 ラー 「結 核 凝 集 反 癒 ノ臨 林 的

贋値 」テ論 ズ ルハ 早 計 ト言 ハ ネ バ ナ ラナ イ。

即 コ レテ歴 史 的 二言 ヘ バ 、結 核 凝集 反 慮 ハ其 ノ

抗 元 ラ結 核 病 原 禮 襲 育 環 ノ最 終Phaseノ モ ノ

ヨ リ初 メ テ失 敗 ノ連 績 二終 リ、 今 ハ只 最 初 ノ幼

若 ナルPhaseテ 爲 ス球 状 菌 テ以 テ ノ試 ノ ミガ

残 サ レテ居 ル課 デ ァル。

然 ル ニ偶 々余 ハ中川 氏 球 状 菌 ラ得 テ コ ノ最 後 ノ

試 テ實 施 シ逡 二成 果 ラ牧 メ得 タ ル モ、 余 ハ其 ノ

報 告 二先 立 チ先 ヅ退 イ テ球 状 結 核 病 原 膿 ノ存 在

ト其 ノ名構 ノ適 當 ナ ル所 以 テ述 ベ ル爲 メ本 論 文

ヲ記 述 セル モ ノデ ア ル。
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